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沖縄大使「地位協定障害でない」と開き直り 
 

 

沖
縄
県
議
会
米
軍
基
地
関
係
特
別
委
員
会
の
仲
宗
根
悟
委
員

長
ら
は
１
０
月
１
６
日
、
県
議
会
が
日
米
地
位
協
定
改
定
を
求

め
た
全
会
一
致
の
意
見
書
を
、
外
務
省
川
村
裕
沖
縄
大
使
に
手

交
し
ま
し
た
（
写
真
）
。
１
６
年
１
２
月
の
名
護
市
安
部
海
岸

で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事
故
に
つ
い
て
海
上
保
安
庁
は
現
場

調
査
や
機
長
の
事
情
聴
取
な
ど
も
で
き
ず
に
捜
査
を
終
結
し
た

の
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
県
議
会
が
日
米
地
位
協
定
の
存
在

が
捜
査
を
阻
ん
だ
と
し
て
全
会
一
致
で
「
抗
議
決
議
」
を
上
げ

た
も
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
川
村
沖
縄
大
使
か
ら
「
日
米
地
位
協
定
が
捜
査

の
障
害
に
な
っ
た
と
は
認
識
し
て
い
な
い
」
と
の
驚
く
べ
き
発

言
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
県
議
団
は
、
直
ち
に
抗
議

し
、
共
産
党
渡
久
地
修
県
議
団
長
が
「
呆
れ
果
て
た
驚
く
べ
き

発
言
で
あ
り
、
県
議
会
や
県
民
を
愚
弄
す
る
も
の
で
撤
回
す
べ 

 

 

 

「
日
本
の
領
土
領
空
で
主
権
行
使
し
な
い 

恥
ず
べ
き
国
家
の
姿
勢
」
―
前
泊
教
授 

 

治
安
維
持
法
国
家
賠
償
同
盟
の
九
州
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
が
２
２
～
２
３
日
に
沖
縄
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
２
３
日
に
は
辺
野
古
漁
港
か

ら
平
和
丸
に
２
６
人
が
乗
船
、
新
基
地
建
設
現

場
を
視
察
し
、
ク
レ
ー
ン
車
や
ダ
ン
プ
で
テ
ト

ラ
ポ
ッ
ト
を
吊
り
下
げ
て
い
る
現
場
を
目
撃
し

ま
し
た
。
快
晴
で
美
し
い
辺
野
古
の
浜
で
は
ウ

ミ
ガ
メ
や
サ
ン
ゴ
に
も
遭
遇
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
「
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ

ん
な
美
し
い
海
を
つ
ぶ
し
て
基
地
を
造
る
な
ど

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

治安維持国賠同盟の２６人が抗議船に 

 

 

【識者談話】琉球新報 10 月 17 日より 

前泊博盛沖縄国際大学教授 
日本の領土領空で主権を行使できてい

ない。被疑者のプライバシー保護を理由に

捜査すらできない事例が国内でありうる

だろうか。事故当事者に事故処理をさせて 

いるようなものだ。米軍 

の対応にも疑問点があ 

る。他国の地位協定と比 

較しても、このような対 

応を続けていくと、日本 

は世界中から笑いもの 

になる。 

.「オール沖縄」の定例県民大行動が 

毎月第１土曜日の他に１１月から 

第３木曜日にも行うことになりました。 

 

き
だ
」
と
繰
り
返
し

求
め
た
が
、
大
使
は

撤
回
し
ま
せ
ん
で
し

た
。 県

民
愚
弄
す

る
安
倍
政
権 

軍
特
委
員
長
が
、

そ
れ
は
政
府
の
見
解

か
と
何
度
か
追
及
す

る
と
、
そ
の
た
び
に

う
な
ず
き
政
府
見
解

で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。
こ
の
日
の

交
渉
で
、
主
権
国
家

と
し
て
の
自
覚
も
誇

り
も
投
げ
す
て
米
国

に
従
属
す
る
情
け
な

い
安
倍
政
権
、
外
務

省
の
姿
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。 

 

日本共産党県後援会は18日、現場での抗議活動を体験し、運動を広げてもらう

きっかけにしてもらおうと「辺野古バスツアー」を行いました。辺野古は初めてという

4 人を含め 18 人が参加しました。ゲート前の座り込みでは、おじいおばあなど他の

参加者と交流。12 時前後に作業車が入るため機動隊に「ごぼう抜き」される場面も

ありましたが、元気に非暴力で抗議活動を貫きました。 

同ツアーは、新基地建設反対名護共同センターで昼食をとり、パワーポイントで

「辺野古新基地建設反対のたたかいの歴史」を学習し、交流しました（写真）。この

後、砂利運搬船の積出港となっている名護市の安和港、本部町の塩川港などを見

学しました。辺野古へは初めて訪問したという参加者は、「ゲート前では機動隊が

少し怖かったですが、参加してよかったです」と話していました。 

なお、県後援会は「辺野古ツアー」を毎月定例化することになりました。 

毎月第３金曜日・南部地区委員会（９：００）⇒県委員会
（９：２０）出発。南部地区着（１６：００）。資料代（１０００円）。１１
月は１１月１５日（金）です。申し込み☎０９８（８６２）６２３２へ 

 

県共産党後援会が辺野古ツアー 「現場の体験がエネルギーに」
事」  

仲本興真船長の説明を受け、治安
維持国賠同盟の旗を掲げながら平
和丸の船上から工事現場を視察す
る九州ブロックのみなさん 


